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研究の概要： 
１．背景と目的 
 持続可能で強い漁業を創生するためには、漁場環境

や生産基盤の再生から、生産技術の高度化、流通・消

費まで含む統合的な施策、地域社会における社会的効

用の増大も含めたシステムの構築が必要である。この

ような視点から、釜石の沿岸漁業復興支援を行うため

に必要となる現地の実態調査を行った。 
 
２．方法 
①漁業と地域の復興に関連する以下の機関等へのヒア

リング調査を行った。 
・ 釜石市 
・ 岩手県水産技術センター 
・ 漁業協同組合 
・ 建設業者（養殖業にも参入） 
・ 旅館経営者 
・ 魚市場買受人組合 
・ 商工会議所 
 ②市内外 14 カ所の漁港を回り、被災状況を把握する
とともに、漁港前面海域の水質調査（濁度、栄養塩、

重金属など）を行った。 
③釜石湾漁業協同組合の協力を得て、釜石湾内の数点

で水質調査および簡易 ROV による漁場環境調査を行
った。  
  
３．ヒアリング調査 
 ヒアリング調査の主な結果を以下に示す（内容は６

月中旬時点）。 
海域環境 
（岩手県水産技術センター） 
・震災後、改めて環境変化に関する調査は行っていな

い。一部、継続的な海域環境の調査を行っている。 
・震災のガレキ・車の影響で油などの流出が今後懸念

される。バッテリーの鉛が溶出することによる海域環

境への影響が懸念される。 
・底質中のシスト・休眠細胞が海中に放出されたこと

によって、キートセラスなどの赤潮プランクトン、デ

ィノフィシスなどの貝毒プランクトンが発生している。 
（漁業協同組合） 
・海底のガレキは他の海域のようにむやみに船を入れ

て浚渫するのではなく、ナローマルチビーム・サイド

スキャンソナーによる探査で 3 次元の位置データと形
状データ（例えば車や船を判別したデータ）を得た後、

ピンポイントで撤去作業を行った。現在は海底のガレ

キはほぼ撤去した。 
・海面浮遊ゴミも撤去したが、海中に漂う(中性浮力に
て漂流する)ゴミが多量にあり、定置網や養殖再開の妨
げとなっている。 
（建設業者） 
・沈没船の引き揚げに当たっては繊維のベルトを使っ

て作業をし、できる限り傷付けず船を回収した。他の

場所ではワイヤーロープで作業したため FRP の船舶
は引き揚げ時に損傷して使いものにならなくなってい

る。 
・現状で最大の問題はガレキ置き場が不足しているこ

と。 
水産資源 
（岩手県水産技術センター） 
・ここ数年ウニの量が増加傾向にある。卓越した年級

群が発生している。 
・「震災後磯が枯れて 5 年間なにも取れなくなる」とい
う新聞報道は全く誤った記事である。過去の例からは

津波後、海藻やアワビなど磯の資源は増加することが

分かっている。 
（漁業協同組合） 
・過去の津波（昭和 40 年の十勝沖）の後にワカメ・ホ
タテの養殖が盛況となった。津波が来ると海が豊かに



なるといわれている。今回の津波でも嫌気的なヘドロ

が取り除かれ、海底に砂地が戻ったところがある。海

底から栄養塩が巻き上げられ、地震後にワカメ・コン

ブが一気に茂りだした。これまでに無かった場所に海

藻が生えたり、枯れ始める時期であるのに茂りだした

り、藻場は以前よりも良好な状態となっており、今後

海藻を餌とするアワビの漁が期待される。 
漁業操業（定置網・養殖を含む） 
（岩手県水産技術センター） 
・半分程度の漁業者が復帰し操業すると思われる。 
・単独で復帰できる人とできない人の差（被災の程度、

年齢や資本力）が課題となる。後者が協業する可能性

もあるが、前者は単独で復帰するであろう。命がけで

守った船を共同で使うことに対する抵抗感など、協業

のハードルは高い。 
（釜石市） 
・海の見える場所（元の住居の近くの高台）で住むこ

とを望む漁師が多い。 
・漁業者の被災の実態は各組合が把握しているだろが、

市では一括集計できていない。最大で 1/2 程度の漁業
者が復帰するのではと見ている。 
（漁業協同組合） 
・全組合員が漁業共済に加入しており、操業に当たっ

て、1～2 年の生活補償（保険支払い）のめどが立って
いる。組合の資産についても余力があり、借り入れを

することなく漁業再開ができると考えている。 
・ワカメ養殖は約 2/3 が再開の意思表示をしている。
ホタテについては単年度で収益が上がらないため再開

する漁業者がワカメほどは多く無く 1/2 くらいに留ま
るのではないか。 
・ワカメの養殖の場合、人数が減少することによって、

一人当たりの規模が拡大できることから、効率化が図

れる。 
・ワカメはブランド品で生協への出荷が主であり、被

災後も出荷の要請や復興の支援の声が届いている。 
市場・水揚げ 
（岩手県水産技術センター） 
・地盤沈下により船着き場が機能しないことが最も大

きな問題。60～70cm 沈下している。 
（釜石市） 
・秋サケの漁獲・水揚げに備え、市場の緊急対策復興

工事が発注されている。沈下した岸壁のかさ上げと舗

装が主体で、本格的な復興については見通しがたって

いない。 
（漁業協同組合） 

・旧の市場は壊滅状態であるので、水揚げ場を仮の市

場として早期に復旧し、さらに新たな土地での市場の

再開に向けた準備を進めている。仮市場は緊急工事が

発注され、かさ上げと舗装がされる。 
・問題は製氷装置であるが、これについても１次補正

と 2 次補正にておおよそ設置のめどが立っている。完
成が秋サケに間に合わない場合には他県から氷を購入

し、冷蔵に充てる。 
・改めて施設を整備する際には衛生管理型、HACCP 対
応の施設にすることが望ましい。他の産地との差別化

を図れる。 
加工、冷凍・冷蔵 
（釜石市） 
・サケ：そのままで出荷、冷蔵して出荷、フィレにさ

ばいて出荷、塩漬けして出荷、のいずれかであるが、

いずれにしても製氷施設が無い、冷蔵施設が無いこと

が最大の問題。 
（漁業協同組合） 
・ワカメなどの加工について協業の体制が取れればい

いが、課題も多い。 
（買受人組合） 
・加工には大槌地区を含めて 46 業者、約 1,200 人が従
事していた。業者数は一定（横ばい）で若手の後継者

も多いことから減少していない。このうち約 8 割が加
工を再開する意向。 
・再開当たっては基本的には以前と同じ場所で施設を

整える業者がほとんどである。集約化することのメリ

ットはそれぞれ理解しているが、音頭を取る者がいな

かったし、これまでは次のステップのことを考える余

裕もなかった。まず元の位置で復旧し稼働したいとい

う気持ちと施設の集約刷新することの有効性が相反す

る状態。 
・大槌・釜石地区の青年協議会もあり、技術に関する

勉強会や情報交換も活発に行われてきた。業者間での

協力・協調する素地がある。 
・水揚げ場（市場）としては緊急的に復旧する水揚げ

場で定置の漁獲物を受け入れ、新たな土地で大型船の

水揚げを受け入れ、いずれ元の位置で集約的に復興で

きればと・・・。 
・これを機に、他の漁港や加工場と差別化できるよう、

衛生管理、海水氷などの施設を整備できればよい。集

約化することによって、取水や排水処理、ゴミ処理な

どのインフラを共有し効率化、コストの削減、競争力

の強化を図ることができる。 
その他 



（釜石市） 
・当海域では大型のアイナメが取れることから、他海

域と差別化できる商品になる可能性があるが、供給体

制の問題や消費者の嗜好に合わないのか？うまくいか

ない。 
・オキアミは餌として利用される他、韓国向けにキム

チに入れる「アミ」の代替として出荷されてきた。乾

燥品を用いた商品開発の余地はある。 
・復興支援として 9/10 補助などの事業が示されている
が、1/10 を出資することも難しいだろう。 
（漁業協同組合） 
・今後は風評被害が最も心配である。サンマなどロシ

ア、中国、韓国、台湾に輸出しており、放射性物質に

関する風評などが出ると輸出できなくなる可能性があ

る。 
・後継者については問題視していない。年間収入が増

えれば、ほっておいても都会から人が戻ってきて漁業

に従事することになる。 
（旅館経営者） 
・旅館が位置する鵜住居川流域では山と海の連携を進

めてきている。遠野～大槌湾では山と海の体験学習、
グリーン・ツーリズムを以前から進めている。古民家

再生プロジェクト（古民家を利用した民泊）も展開し

ていく予定である。 
・今回の震災からの復興に当たっては連携を強め海の

資源を活用した地域・まちづくりを進めたい。大槌湾

には東京大学の研究所もあり、これまでには「海岸塾」

と呼ばれる学習も行われてきた。 
 
４．海域環境調査 
 水産業の基盤となる漁場環境（沿岸海域環境）につ

いて、モニタリングを行うことは重要である。今回は

特に水質に着目し、魚介類の安全性の観点から重金属

測定、海域環境をモニタリングするために栄養塩類の

分析を実施した。また簡易ROVを用いて、海底状態を
観察した。具体的な調査項目と場所は以下の通りであ

る。 
 水質調査項目 
 ・水温、塩分、クロロフィル、濁度、溶存酸素 
 ・重金属、栄養塩、溶存鉄 
 調査箇所 
図１に示す 
 ① 漁港（St.1～St.14） 
 ② 既存の釜石湾測定地点（S-16～S-18） 
 ③ ROV調査箇所 (St. A~St. C) 

 なお、②は、震災前のデータも存在するため、震災前
後の水質の変化を評価できる可能性がある。 
  調査結果の概要を以下に示す。 
・釜石・大槌周辺海域で今回採水した地点においては、

環境基準を超える重金属（6種）は検出されなかった。 
・栄養塩濃度については、釜石湾内の地点など、他よ

りも濃度が高い箇所が確認された。原因の一つとして

は、河川流入の影響が考えられる。 
・濁度とクロロフィルにある程度の相関性が示唆され

た。 
 但し、今回の結果だけから海域環境の状況を判断す

ることは困難であり、今後の継続的なモニタリングが

必須である。また、海底調査に関しては、今回は局所

的な観察に止まったが海底の状況や生態系の状態をよ

り正確に把握するために、必要に応じて、広範囲の観

察を行う必要があると考えられる。 
 

 
(a)船越湾~大槌湾~両石湾 

 
(b) 釜石湾~唐丹湾 

図１：海域環境調査の測定点 


